
題字  会長  谷　公一

兵庫の治山・林道と森林整備

● 令和元年度 林務課 予算の概要 ………………………………………………………………………………………………………２・３
● 令和元年度 治山課 予算の概要 ………………………………………………………………………………………………………４・５
● 令和元年度 豊かな森づくり課 予算の概要 ………………………………………………………………………………………６・７
● 令和元年度 鳥獣対策課 予算の概要 ………………………………………………………………………………………………………８
● 「豊かなむらを災害から守る月間」における防災パトロールの実施について
　 （丹波県民局　丹波農林振興事務所　森林課） ……………………………………………………………………………………………………９
● 林業等先進地視察研修会（三重県多気郡大台町、松阪市） ……………………………………………………………………₁₀・₁₁
● 治山施設の長寿命化計画（農政環境部農林水産局治山課） ……………………………………………………………………₁2・₁3
● オープンデータ化で活用分野の拡大に期待
　 グラウンドデータの全県整備と公開について（農政環境部農林水産局治山課） ……………………………………₁4・₁₅
● ニホンジカの異常繁殖による自然環境の変化（９）
　 （シカの生息域で暮らして 近藤伸一） …………………………………………………………………………………………………………₁6・₁₇
● 新緑の瀞川・氷ノ山林道で自然観察ウォーキングを実施 …………………………………………………………………₁₈・₁₉
● 協会だより ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………2₀

R元．５．29　林道ウォークで地すべり防止施設（大久保地区：養父市）を見学

第₄₆号令和元年6月発行



 
令
和
元
年
度 

林
務
課 

予
算
の
概
要

　

県
内
で
は
、
大
型
製
材
工
場
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
燃
料

に
よ
る
木
材
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
原
木
生
産
量
は
平
成

25
年
度
の
24
万
㎥
か
ら
平
成
29
年
度
の
47
万
㎥
へ
と
大
き

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
、
原
木
の
供
給
面
で
は
必

要
な
需
要
量
を
持
続
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
、
搬
出
間

伐
の
促
進
と
と
も
に
主
伐
に
よ
る
原
木
供
給
と
再
造
林
に

よ
る
循
環
型
林
業
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　

ま
た
、「
ひ
ょ
う
ご
林
内
路
網
１
，０
０
０
㎞
整
備
プ

ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間
を
こ
れ
ま
で
の
８
年
か

ら
３
年
短
縮
し
た
第
３
期
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
平
成
31
年

度
か
ら
５
个
月
で
林
道
・
作
業
道
１
，０
０
０
㎞
の
整
備

を
進
め
、
搬
出
間
伐
等
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

利
用
面
で
は
、「
兵
庫
県
県
産
木
材
の
利
用
促
進
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者

の
連
携
、
協
働
に
よ
り
、
建
築
用
材
と
燃
料
用
材
の
２
本

柱
で
県
産
木
材
の
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
森
林
経
営
管
理
法
や
、

譲
与
が
始
ま
る
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
り
、
市
町
が
主
体

的
に
森
林
整
備
等
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
た
め
、

効
果
的
か
つ
円
滑
な
制
度
の
運
用
に
向
け
て
、
県
と
し
て

市
町
の
実
施
体
制
を
支
援
し
ま
す
。

１
．
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備

⑴
多
様
な
森
林
の
整
備

　

�　

人
工
林
の
う
ち
、
育
成
単
層
林
に
つ
い
て
は
、
気
象

災
害
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
間
伐
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
形
や
地
質
等
に
よ
り
条
件
の
悪
い
森
林
に
つ
い

て
は
、
針
広
混
交
林
化
や
天
然
林
へ
と
誘
導
す
る
等
、

多
様
な
森
林
の
整
備
を
図
る
。

　

�　

ま
た
、
資
源
循
環
型
林
業
の
実
現
に
向
け
て
、
主
伐

後
の
再
造
林
に
対
す
る
支
援
を
実
施
す
る
。

　

・
造
林
事
業�

１
，１
２
５
，０
０
０
千
円

　
　
（
う
ち
花
粉
発
生
源
対
策�

３
５
，３
６
６
千
円
）

　

・
造
林
事
業�

補
３
３
５
，０
０
０
千
円

　

・
緊
急�

間
伐

�

補
６
２
７
，０
０
０
千
円
の
内
数
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
）

　

・
重
要
水
源
林
機
能
高
度
化
事
業�

２
２
，０
０
０
千
円

　

・【
新
】
資
源
循
環
林
造
成
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

�

７
，２
０
０
千
円

　

・
針
広
混
交
林
整
備
事
業�

２
９
５
，２
０
５
千
円

⑵
施
業
集
約
化
の
促
進

　

�　

森
林
施
業
の
集
約
化
を
促
進
す
る
た
め
、
森
林
経
営

計
画
の
作
成
や
森
林
境
界
の
明
確
化
等
を
支
援
す
る
。

　

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業�

９
８
，７
２
２
千
円

⑶
生
産
基
盤
の
整
備

　

�　
（
協
）
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
製
材
工
場
等

に
必
要
な
３
０
０
千
㎥
／
年
の
原
木
に
加
え
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
向
け
の
燃
料
用
と
し
て
見
込
ま
れ
る
１

７
０
千
㎥
／
年
を
合
わ
せ
た
４
７
０
千
㎥
／
年
の
原
木

を
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
で
き
る
基
盤
を
整
備
す

る
た
め
、
森
林
施
業
の
団
地
化
、
林
内
路
網
の
整
備
、

及
び
機
械
化
な
ど
を
支
援
す
る
。

　

・
緊
急�
林
内
路
網
整
備

�

補
６
２
７
，
０
０
０
千
円
の
内
数
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
）

　

・
森
林
資
源
活
用
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

�

６
７
，５
２
０
千
円

　

・
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
　
（
高
性
能
林
業
機
械
等
導
入
資
金
）

�

１
０
０
，０
０
０
千
円

　

・
緊
急�

高
性
能
林
業
機
械
等
導
入

�

補
６
２
７
，０
０
０
千
円
の
内
数
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
）

⑷
林
業
技
術
の
普
及

　

�　

林
業
普
及
指
導
員
に
よ
る
林
業
技
術
の
普
及
指
導
活

動
や
指
導
林
家
等
・
山
村
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
を
通
じ
て
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
を
育
成
す
る
。
ま
た
、
市
町

村
森
林
整
備
計
画
や
森
林
経
営
計
画
の
作
成
実
行
を
技

術
面
で
市
町
を
支
援

す
る
「
地
域
森
林
総

合
監
理
士
（
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
）」
を
育
成

す
る
。

　

・
林
業
技
術
普
及
費

�

４
，９
０
７
千
円

２
．  

林
業
の
担
い
手
の

育
成

⑴�

次
代
の
森
林
林
業
を

担
う
人
材
の
育
成

　

�　

平
成
30
年
９
月
に

本
格
開
校
し
た
県
立

森
林
大
学
校
に
お
い

て
森
林
経
営
か
ら
森

林
セ
ラ
ピ
ー
や
獣
害

対
策
に
至
る
ま
で
、
森
林
に
関
わ
る
人
材
を
幅
広
く
育

成
す
る
。

　

�　

ま
た
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
に
対
し
て
給
付
金
を
交

付
す
る
。

　

・
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
運
営
費�

５
２
，７
０
６
千
円

　

・
緑
の
青
年
就
業
準
備
給
付
金�

４
１
，３
３
７
千
円

⑵
林
業
事
業
体
の
育
成
・
確
保

　

�　

収
益
性
の
高
い
低
コ
ス
ト
林
業
経
営
モ
デ
ル
の
確
立

に
向
け
、
県
立
森
林
大
学
校
研
修
科
に
お
い
て
機
械
科

コ
ー
ス
や
森
林
経
営
コ
ー
ス
な
ど
高
度
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
実
施
し
、
林
業
事
業
体
に
お
け
る
森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
現
場
技
能
者
等
の
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

林
業
労
働
者
の
就
労
環
境
の
改
善
、
労
働
安
全
衛
生
の

向
上
を
図
る
。

　

・
兵
庫
県
立
森
林
大
学
校
運
営
費

�

５
２
，７
０
６
千
円
（
再
掲
）

　

・
林
業
労
働
力
育
成
対
策
事
業�

１
，１
４
８
千
円

⑶
森
林
組
合
の
育
成

　

�　

森
林
組
合
の
事
業
活
動
を
強
化
し
、
中
核
的
担
い
手

と
し
て
育
成
す
る
た
め
、
利
用
事
業
の
展
開
や
経
営
改

善
な
ど
自
主
的
な
取
り
組
み
へ
の
支
援
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の
実
施
、
合
併
等
の
促

進
に
よ
る
経
営
基
盤
と
役
職
員
研
修
や
専
門
家
派
遣
等

に
よ
る
執
行
体
制
の
強
化
を
図
る
。

凡　

例

　
　

：
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
（
県
事
業
名
）

　
　

：
平
成
30
年
度
県
補
正
予
算
措
置
分

【
新
】：
新
規
事
業

補緊急

作業道 高性能林業機械等 
低コスト原木供給団地

木材センター・木材市場等へ 

低コスト原木供給団地のイメージ
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・
森
林
組
合
等
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業

�

２
，２
２
６
千
円

　

・
森
林
組
合
機
能
強
化
資
金
貸
付�

７
０
０
，０
０
０
千
円

⑷
林
業
・
木
材
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

　
�　

林
業
・
木
材
産
業
事
業
体
に
対
し
て
、
低
利
・
無
利

子
の
資
金
を
融
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
及
び
木
材

産
業
の
健
全
な
発
展
、
木
材
生
産
及
び
流
通
の
合
理
化

の
促
進
を
図
る
。

　

・
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金

�

１
５
０
，０
０
０
千
円

　

・
林
業
振
興
資
金
利
子
補
給
事
業�

１
７
０
千
円

　

・
木
材
産
業
等
高
度
化
推
進
資
金�

７
８
０
，０
２
８
千
円

　

・
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
　
（
製
材
用
原
木
の
取
扱
に
係
る
運
転
資
金
）

�

１
０
０
，０
０
０
千
円
（
再
掲
）

３
．
県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
と
利
用
拡
大

⑴
県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備

　

�　

品
質
向
上
や
供
給
体
制
の
確
立
に
向
け
た
木
材
乾
燥

機
な
ど
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
県
産
木

材
の
品
質
向
上
や
供
給
体
制
の
整
備
を
図
る
。

　

・
林
業
構
造
改
善
事
業�

５
５
，６
６
０
千
円
の
内
数

　

・
県
産
木
材
供
給
体
制
整
備
事
業�

５
０
０
千
円

⑵「
ひ
ょ
う
ご
の
木
」
利
用
拡
大

①
公
共
施
設
等
の
木
造
・
木
質
化
の
推
進

　

�　

展
示
効
果
が
見
込
め
る
公
共
施
設
や
民
間
施
設
で
の

木
造
化
、
木
質
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
共
土
木
工

事
で
の
県
産
木
材
の
利
用
を
進
め
る
。

　

・
林
業
構
造
改
善
事
業�

５
５
，６
６
０
千
円
の
内
数

②
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
建
設
促
進

　

�　
「
ひ
ょ
う
ご
木
の
匠
」
登
録
工
務
店
に
よ
る
県
産
木

材
を
利
用
し
た
魅
力
的
な
木
造
住
宅
の
設
計
及
び
工
務

店
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
県
民
向
け
住
宅
展
示
・
相
談
会
の

開
催
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
本
県
独
自
の
長
期
固
定

で
低
利
な
融
資
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
県
産
木
材
の
利

用
意
義
の
Ｐ
Ｒ
と
県
産
木
造
住
宅
の
建
築
促
進
を
図
る
。

　

・【
新
】
木
づ
か
い
普
及
啓
発
事
業

�

３
３
，８
２
０
千
円
の
内
数

　

・
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
事
業

　
　

�T
ajim
aT
A
PO
S

技
術
を
活
用
し
た
住
宅
へ
の
融
資

額
の
拡
充（
Ｈ
28
～
）�

２
６
，７
２
３
，６
０
０
千
円

　

・
県
産
木
材
利
用
住
宅
建
設
促
進
事
業�

１
，８
２
０
千
円

③
県
産
木
材
の
新
た
な
用
途
開
拓

　

�　

防
火
地
域
等
へ
の
県
産
木
材
の
利
用
拡
大
を
図
る
た

め
、
耐
火
性
を
高
め
る
よ
う
な
加
工
方
法
や
部
材
の
開

発
な
ど
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　

・【
新
】
木
づ
か
い
普
及
啓
発
事
業

�

３
３
，８
２
０
千
円
の
内
数

④
県
産
木
材
の
利
用
意
識
の
醸
成

　

�　

住
宅
建
築
を
検
討
し
て
い
る
県
民
を
対
象
に
、
山
で

の
伐
採
作
業
か
ら
製
材
所
で
の
加
工
の
様
子
、
こ
の
よ

う
な
県
産
木
材
を
使
っ
た
木
造
住
宅
の
現
地
見
学
を
通

じ
て
、
県
産
木
材
の
利
用
意
識
の
醸
成
を
図
る
。

　

・【
新
】
木
づ
か
い
普
及
啓
発
事
業

�

３
３
，８
２
０
千
円
の
内
数

⑤
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

　

�　

未
利
用
間
伐
材
等
の
収
集
機
械
、
チ
ッ
プ
加
工
施
設
、

木
質
資
源
利
用
ボ
イ
ラ
ー
施
設
導
入
の
ほ
か
、
未
利
用

材
を
仕
分
け
・
ス
ト
ッ
ク
す
る
山
土
場
整
備
、
購
入
資

金
等
に
対
し
て
支
援
す
る
。
ま
た
、
燃
料
用
材
の
安
定

供
給
対
策
と
し
て
、
間
伐
に
加
え
、
主
伐
を
進
め
て
い

く
た
め
、
主
伐
か
ら
植
林
ま
で
を
一
連
の
作
業
と
し
て

効
率
的
に
実
施
す
る
、
主
伐
・
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
モ

デ
ル
の
検
討
を
進
め
る
。

　

・
バ
イ
オ
マ
ス
ヤ
ー
ド
整
備
事
業�

３
，６
０
０
千
円

　

・
林
業
構
造
改
善
事
業�

５
５
，６
６
０
千
円
の
内
数

　

・
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

　
　
（
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
用
木
材
の
取
扱
に
係
る
運
転
資
金
）

�

１
０
０
，０
０
０
千
円
（
再
掲
）

⑥
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
す
る
建
築
物
の
推
進

　

�　

こ
れ
ま
で
県
産
木
材
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
中
高
層
建

築
物
に
お
い
て
、
新
た
な
県
産
木
材
の
需
要
拡
大
を
図

る
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
型
先
駆
的
モ
デ
ル
建
築
物
で
あ

る
兵
庫
県
林
業
会
館
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
啓
発
や

建
築
主
、設
計
者
、施
工
者
向
け
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。

　

・【
新
】
県
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
建
築
物
普
及
啓
発
事
業

�
２
，０
０
０
千
円

４
．
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
づ
く
り
の
推
進

　

�　

地
球
温
暖
化
防
止
の
ほ
か
、
国
土
の
保
全
や
水
源
の

か
ん
養
な
ど
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
市
町
が
行
う
森
林
整
備
等
を

支
援
す
る
。

⑴
ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

�　

市
町
が
実
施
す
る
森
林
整
備
事
業
等
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
窓
口
を
林
業
会
館
内
に
設
置
し
、
森
林
経
営
管
理
法

制
定
を
受
け
て
市
町
が
実
施
す
る
森
林
経
営
管
理
法
業

務
や
森
林
整
備
事
業
業
務
、
木
材
利
用
業
務
を
支
援
す

る
技
術
者
の
派
遣
等
に
よ
り
、
市
町
業
務
を
総
合
的
に

支
援
す
る
。

　

・�【
新
】
ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業�

３
４
，１
１
１
千
円

⑵
森
林
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
森
林
情
報
の
高
度
化

　

�　

樹
種
、
林
齢
、
面
積
、
施
業
履
歴
等
の
森
林
情
報
を

県
・
市
町
・
森
林
組
合
等
の
関
係
者
が
ク
ラ
ウ
ド
上
で

共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
円
滑
な
森
林
整
備

の
実
施
に
つ
な
げ
る
。

　

・【
新
】
森
林
ク
ラ
ウ
ド
活
用
情
報
高
度
化
事
業

�

３
２
，６
３
６
千
円

⑶
県
立
森
林
大
学
校
を
活
用
し
た
市
町
職
員
養
成
講
座
の
開
設

　

�　

市
町
職
員
の
専
門
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た
養
成
講

座
（
森
林
林
業
の
概
要
と
実
務
、
木
材
利
用
の
実
務
、

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
）
を
県
立
森
林
大
学
校
に
開
設
す
る
。

　

・�【
新
】
森
林
大
学
校
を
活
用
し
た
市
町
職
員
養
成
講

座
の
開
設�

１
４
，５
１
５
千
円

⑷
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
木
づ
か
い
普
及
啓
発

　

�　

県
民
が
森
林
環
境
税
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
、

森
づ
く
り
や
木
づ
か
い
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
市

町
の
森
林
環
境
譲
与
税
を
使
っ
た
取
組
を
紹
介
す
る

フ
ェ
ア
を
同
時
開
催
す
る
。

　

・�【
新
】
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
木
づ
か
い
普
及
啓

発
事
業�

３
，０
０
０
千
円

⑸
県
内
の
森
林
の
長
期
計
画
を
作
成

　

�　

地
域
ご
と
に
望
ま
し
い
森
林
の
姿
を
示
す
た
め
、
森

林
の
現
況
や
木
材
利
用
の
実
態
等
を
調
査
し
て
森
林
の

長
期
計
画
を
作
成
す
る
。

　

・【
新
】森
づ
く
り
普
及
啓
発
事
業�

１
，０
０
０
千
円

令
和
元
年
度　

林
務
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

３
２
，６
６
９
，３
２
６
千
円

 

（
対
前
年
度
比　

１
０
３
・
１
％
）

＋
補
正　

３
３
，６
３
１
，３
２
６
千
円

 

（
対
前
年
度
比　

１
０
５
・
０
％
）
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令
和
元
年
度　

治
山
課 

予
算
の
概
要

　

県
下
各
地
で
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
発
生
す
る

山
地
災
害
に
備
え
、
計
画
的
な
治
山
ダ
ム
等
の
施
設
整
備

と
共
に
、
危
険
情
報
の
提
供
や
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
に

よ
り
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
山
地
防
災
・
土

砂
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
「
第
３
次
山
地
防
災
・
土

砂
災
害
対
策
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
等
を
踏
ま
え
、
早
期
対
策
へ
の
見
直
し
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
緊
急
性
の

高
い
箇
所
で
の
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
事
業
で
は
、「
第
3
期
ひ
ょ
う
ご
林
内
路

網
１
，０
０
０
㎞
整
備
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
原
木
供
給
団

地
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
幹
線
林
道
や
支
線
林
道
、

作
業
用
地
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
既
設
林
道
の

改
良
や
維
持
管
理
、
橋
梁
等
の
機
能
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
元
年
度
の
治
山
課
の
予
算
概
要
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
治
山
事
業

　

�　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
向
上
を
目
指
し
、
令
和

元
年
度
は
次
の
４
つ
の
柱
に
よ
り
山
地
防
災
・
土
砂
災

害
対
策
を
推
進
す
る
。

　

⑴
山
地
災
害
危
険
地
区
の
整
備

　
　

�　

山
地
災
害
危
険
地
区
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
末
時

点
に
お
い
て
、９
，０
５
１
箇
所
と
な
り
、こ
の
う
ち

３
，４
４
６
箇
所
で
対
策
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。今

年
度
に
お
い
て
も
危
険
な
箇
所
の
解
消
に
努
め
て
い

く
と
と
も
に
、
防
災
対
策
の
推
進
に
役
立
て
て
い
く
。

　

⑵
第
３
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
計
画
等
の
推
進

　

ア
．
第
３
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
計
画

　
　
　
（
Ｈ
3₀
～
Ｒ
５
年
度
）

　

ウ
．
地
す
べ
り
防
止
対
策

　
　

�　

地
す
べ
り
危
険
地
区
に
お
い
て
、
地
す
べ
り
を
は

じ
め
深
層
崩
壊
に
備
え
る
た
め
、
但
馬
地
域
を
中
心

に
ア
ン
カ
ー
や
集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
地
す
べ
り
防

止
工
事
を
実
施
す
る
。

　

エ
．
治
山
施
設
の
維
持
管
理
と
長
寿
命
化
対
策

　
　

�　

治
山
施
設
の
防
災
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
治
山
施
設
の
点
検
等
を
実
施
す
る
。
く
わ
え

て
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
治
山
施
設
６
４
９
施
設
を

中
心
に
、
今
年
度
中
の
個
別
施
設
計
画
策
定
を
目
指

す
と
と
も
に
、
順
次
補
修
等
を
進
め
て
い
く
。

　

⑶
機
能
低
下
し
た
保
安
林
の
整
備

　
　

�　

山
地
災
害
危
険
地
区
等

に
お
け
る
水
源
地
域
を
優

先
的
に
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
過
密
化
し
て
い
る
人

工
林
や
広
葉
樹
林
を
対
象

に
、
間
伐
等
の
森
林
整
備

や
伐
採
木
を
利
用
し
た
土

留
工
を
設
置
す
る
。
ま
た

平
成
28
年
度
に
県
が
策
定

　

①
人
家
等
保
全
対
策
（
計
画
数
４
３
８
箇
所
）

　
　

�　

人
家
や
公
共
施
設
等
の
重
要
な
保
全
対
象
に
近
接

す
る
危
険
地
区
に
お
い
て
、
災
害
履
歴
や
荒
廃
状
況

を
踏
ま
え
、
未
整
備
の
危
険
地
区
で
緊
急
性
の
高
い

箇
所
の
対
策
を
推
進
す
る
。

　

②
流
木
・
土
砂
流
出
防
止
対
策（
計
画
数
２
４
０
箇
所
）

　
　

�　

人
工
林
率
の
高
い
谷
筋
や
０
次
谷
の
存
在
す
る
山

腹
斜
面
に
お
い
て
、
流
木
災
害
や
崩
壊
の
恐
れ
が
あ

る
箇
所
で
、
ひ
ょ
う
ご
式
治
山
ダ
ム
や
山
腹
工
等
の

整
備
を
進
め
る
。

　
　

�　

な
お
、
昨
年
7
月
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
整
備

量
の
前
倒
し
を
行
い
、さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

イ
．
山
腹
崩
壊
対
策

　
　

�　

山
腹
崩
壊
危
険
地
区
に
お
い
て
表
層
崩
壊
や
落
石

被
害
等
に
備
え
る
た
め
、
治
山
対
策
未
実
施
の
箇
所

を
優
先
的
に
土
留
工
や
落
石
防
護
工
等
の
対
策
工
事

を
実
施
す
る
。

治山ダムによる
人家等保全対策

間伐木を利用した土留工

法枠工による
山腹崩壊の復旧

地下水を排除する
集水井工

流木捕捉機能を持つ
「ひょうご式治山ダム」

土留工による
山腹崩壊の復旧

地すべりを防止する
アンカー工

治山ダムのクラック点検

治山ダム増厚・嵩上げ
による機能強化
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し
た
「
兵
庫
県
森
林
維
持
造
成
指
針
」
に
基
づ
き
シ

カ
等
の
食
害
防
止
対
策
を
促
進
し
適
正
な
森
林
の
維

持
造
成
を
図
る
。

　

⑷
減
災
対
策
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上

　
　

�　

山
地
災
害
危
険
地
区
の
位
置
や
被
害
想
定
区
域
を

県
Ｈ
Ｐ
「
兵
庫
県
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
掲
載

し
て
、
県
民
に
役
立
つ
危
険
情
報
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
6
月
の
強
化
月
間
を
中
心
と
し
た
、
市
町
・

地
域
住
民
や
山
地
災
害
情
報
協
力
員
と
、
現
地
の
点

検
や
防
災
研
修
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
模
型
実
験

装
置
を
使
用
し
た
防

災
教
室
の
開
催
や
、

住
民
参
加
に
よ
る

「
地
域
版
防
災
マ
ッ

プ
」
の
作
成
等
を
通

じ
て
、
山
地
災
害
へ

の
備
え
と
、
治
山
事

業
の
取
り
組
み
を
広

く
県
民
に
発
信
し
、

普
及
啓
発
を
図
る
。

　【
治
山
事
業
費
】

　
　

公
共
治
山
事
業
費�

３
，９
５
４
，０
０
０
千
円

　
　

治
山
施
設
災
害
復
旧
事
業
費�

５
２
，０
４
０
千
円

　
　

県
単
独
治
山
事
業
費�

２
６
５
，０
０
０
千
円

　
　

県
単
独
緊
急
防
災
事
業
費�

２
，０
７
０
，０
０
０
千
円

　
　

公
共
・
県
単
（
臨
時
・
特
別
分
）

�

１
，２
６
５
，０
０
０
千
円

　
　

合　

計�

７
，６
０
６
，０
４
０
千
円

２
．
林
道
事
業

　

�　

低
コ
ス
ト
か
つ
安
定
的
な
原
木
生
産
体
制
を
整
備
し
、

林
業
の
収
益
性
向
上
を
目
指
す
。
令
和
元
年
度
は
、
５

つ
の
柱
に
よ
り
事
業
を
推
進
す
る
。

　

⑴
幹
線
林
道
の
開
設
促
進

　
　

�　

令
和
元
年
度
は
、
林
内
路
網
の
骨
格
と
な
る
森
林

基
幹
道
２
路
線（
須
留
个
峰
線
、千
个
峰
・
三
国
岳
線
）

の
開
設
を
計
画
的
に
進
め
る
。

　

⑵
支
線
林
道
の
整
備

　
　

�　

過
疎
地
域
や
振
興
山
村
地
域

に
お
け
る
森
林
経
営
計
画
や
木

材
搬
出
計
画
を
踏
ま
え
、
林
業

専
用
道
（
神
河
２
号
線
）
の
開

設
を
計
画
的
に
進
め
る
。

　

⑶�

県
産
木
材
安
定
供
給
の
た
め
の

路
網
拠
点
整
備

　
　

�　

幹
線
林
道
沿
線
に
お
い
て
、

林
道
か
ら
作
業
道
等
を
接
続
す

る
支
線
林
道
や
高
性
能
林
業
機

械
が
効
率
的
に
作
業
で
き
る
作

業
用
地
を
設
置
す
る
路
網
拠
点

を
整
備
す
る
。

　

⑷
県
営
林
道
の
機
能
強
化

　
　

�　

車
両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
巡
視
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
側
溝
清
掃
等
の
維
持
管
理
や
法
面

保
護
工
等
の
改
良
工
事
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
橋
梁

等
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
保
全
整
備
を
計
画

的
に
進
め
る
。

　

⑸
市
町
営
林
道
へ
の
支
援

　
　

�　

災
害
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
や
橋
梁
の
個
別
施
設

計
画
策
定
の
た
め
、
市
町
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修

を
開
催
す
る
。

　【
林
道
事
業
費
】

　
　

公
共
林
道
事
業
費�

５
５
７
，７
５
０
千
円

　
　

公
共
林
道
助
成
費�

８
０
，５
１
０
千
円

　
　

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費�

２
２
２
，８
１
７
千
円

　
　

県
単
独
林
道
事
業
費�

３
４
０
，４
０
０
千
円

　
　

県
単
独
林
道
事
業
費（
管
理
費
）�

５
４
，７
５
７
千
円

　
　

公
共
（
臨
時
・
特
別
分
）�

８
７
，０
０
０
千
円

　
　

合　

計�

１
，３
４
３
，２
３
４
千
円

３
．
里
山
防
災
林
整
備
︵
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
︶

　

�　

治
山
事
業
と
同
様
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
向

上
の
た
め
、
森
林
の
防
災
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
度
は
、
第

３
期
計
画
と
し
て
集

落
裏
山
に
あ
る
里
山

林
に
お
い
て
、
危
険

木
除
去
等
の
森
林
整

備
や
丸
太
柵
工
等
の

簡
易
防
災
施
設
を
実

施
す
る
。

　

�　
（
予
算
額
等
は
豊

か
な
森
づ
く
り
課
予

算
の
概
要
参
照
）

令
和
元
年
度　

治
山
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

８
，９
４
９
，２
７
４
千
円
（
対
前
年
比
１
３
１
・
２
％
）

路網拠点の整備
（笠形線）

側溝清掃による林道の
維持管理

（千町・段ヶ峰線）

林道開設
（千ヶ峰・三国岳線）

波形線形等、環境に
配慮した林道開設

土石流実験装置を活用したイベント

土場整備と利用状況
（千ヶ峰・三国岳線）

法面保護の改良工事
（笠形線）

H30災害査定の状況

林道施設長寿命化対策
支援研修の状況

整備が完了した事業地

（5） 令和元年6月30日



令
和
元
年
度

　

豊
か
な
森
づ
く
り
課 

予
算
の
概
要

　

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
の
機
能
回
復
を
社
会
全

体
で
進
め
る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
新
ひ
ょ
う
ご
の

森
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
の
持
つ
防
災
機
能
強
化
を
早
期
・
確
実
に

進
め
る
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
県
民
緑
税
」
を
活
用

し
た
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
の
保
全
・
管
理
、
森
林
病
害
虫
被
害
対

策
に
も
取
り
組
み
、
県
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
「
生
活
を
豊
か
に
す
る
森
づ
く
り
」
を
促
進
し
ま
す
。

１
．
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
の
推
進

　
　

�　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
と
、
本
来

の
経
済
林
と
し
て
の
再
生
を
進
め
る
た
め
、「
公
的

関
与
に
よ
る
森
林
管
理
の
徹
底
」「
多
様
な
担
い
手

に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
の
推
進
」
を
基
本
方
針
と
す

る
、「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
第
２
期
対
策
（
平

成
24
～
令
和
３
年
度
）
を
推
進
し
て
い
る
。

　

⑴
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦

　
　

�　

間
伐
が
必
要
な
60
年
生
以
下
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人

工
林
に
つ
い
て
、
国
の
公
共
造
林
事
業
に
よ
る
間
伐

及
び
作
業
道
開
設
の
補
助
残
額
を
県
・
市
町
が
連
携

し
て
公
的
負
担
を
行
い
、
森
林
管
理
の
徹
底
を
図
る
。

　
　

・「
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦
」
推
進
事
業

�

７
５
，０
９
９
千
円

　
　

・［
間
伐
：
５
，０
０
０
ha　

作
業
道
：
70
㎞
］

　

⑵
里
山
林
の
再
生

　
　

�　

地
域
住
民
等
自
ら
が
行
う
森
林
整
備
活
動
に
対
し

て
、
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金
を

活
用
し
た
支
援
に
よ
り
、
健
全
な
里
山
林
へ
の
誘
導

を
図
る
。

　
　

・
住
民
参
画
型
里
山
林
再
生
事
業
［
２
８
０
ha
］

�

８
，９
２
５
千
円

　

⑶
県
民
総
参
加
の
森
づ
く
り
推
進

　
　

�　

県
民
に
森
林
へ
の
関
心
や
保
全
の
大
切
さ
を
普
及

し
、
さ
ら
に
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
各
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
お
け
る
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
総
参
加
の
森
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

　
　

・「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
」
の
開
催

�

１
，０
０
０
千
円

　
　

・
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催

�

１
，０
０
０
千
円

　

⑷
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
の
推
進

　
　

�　

企
業
や
団
体
等
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

行
う
森
林
保
全
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、（
公
社
）

兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会
を
通
じ
て
＂
多
様
な
担
い
手

に
よ
る
森
づ
く
り
＂
を
推
進
す
る
。

　
　

・�

年
間
活
動
計
画
の
作
成
や
活
動
内
容
の
指
導
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
等

�

１
，５
１
３
千
円

　

⑸
森
林
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
普
及
啓
発

　
　

�　

森
の
大
切
さ
や
森
林
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
広
く
県
民
の
理
解
と
関
心
を

高
め
る
た
め
、
森
づ
く
り
活
動
な
ど
を
体
験
す
る
参

加
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
森
林
環
境
教
育
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
元
と
都
市
住
民
の
交
流
の
場
、
親

子
・
家
族
が
身
近
に
自
然
と
触
れ
あ
え
る
場
を
提
供

す
る
。

　
　

・
三
木
山
森
林
公
園
管
理
運
営
事
業

�

１
０
７
，２
４
１
千
円

　
　

・
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
管
理
運
営
事
業
［
６
公
園
］

�

１
７
１
，４
５
５
千
円

２
．
県
有
環
境
林
の
管
理

　
　

�　

乱
開
発
の
抑
制
等
に
貢
献
し
て
き
た
先
行
取
得
用

地
等
に
つ
い
て
、
森
林
の
公
益
的
機
能
に
着
目
し
、

県
有
環
境
林
と
し
て
適
切
な
管
理
を
行
う
。

　
　

・
県
有
環
境
林
管
理
事
業�

５
２
，１
６
１
千
円

３
．
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
・
第
３
期
対
策
の
推
進

　
　

�　

第
３
期
対
策
で
は
、
第
２
期
対
策
の
枠
組
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、「
緊
急
防
災
林
整
備
（
渓
流
対

策
）」
の
対
象
箇
所
の
拡
充
や
「
都
市
山
防
災
林
整

備
」
な
ど
を
新
た
に
加
え
た
ほ
か
、
平
成
30
年
度
か

ら
「
野
生
動
物
共
生
林
整
備
」
に
お
い
て
整
備
内
容

を
拡
充
し
奥
地
人
工
林
の
広
葉
樹
林
化
を
追
加
す
る

な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
を
展
開
す
る
。

　
　

�　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る｢

広
葉

樹
林
化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業｣

（
国
の
公
共
造
林

事
業
等
を
活
用
）
を
推
進
す
る
。

　

⑴
県
民
緑
税
充
当
事
業 

第
３
期
対
策（
Ｈ
2₈
～
Ｒ 

２
年
度
）

　
　

・
緊
急
防
災
林
整
備�

７
３
５
，
５
６
３
千
円

土留工の設置

簡易流木止め施設

第46号�（6）兵庫の治山・林道と森林整備



　
　
　

�［
斜
面
対
策
：
９
０
０
ha
、
渓
流
対
策
：
調
査
箇

所
17
箇
所
、
森
林
整
備
21
箇
所
］

　
　

・
里
山
防
災
林
整
備�

５
１
７
，７
５
２
千
円

　
　
　
［
基
本
計
画
調
査
２
０
０
ha
、
整
備
２
０
０
ha
］

　
　

・
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
整
備

�

２
９
５
，２
０
５
千
円

　
　
　

�［
計
画
調
査
設
計
２
０
０
ha
、
作
業
道
開
設
１
９

４
ha
、
広
葉
樹
植
栽
２
０
７
ha
］

　
　

・
野
生
動
物
共
生
林
整
備�

３
０
７
，０
８
３
千
円

　
　
　
［
基
本
計
画
調
査
３
５
０
ha
、森
林
整
備
３
５
８
ha
］

　
　

・
住
民
参
画
型
森
林
整
備�

２
５
，５
０
０
千
円

　
　
　
［
森
林
整
備
20�

ha
］

　
　

・
都
市
山
防
災
林
整
備�

６
１
，３
０
０
千
円

　
　
［
基
本
計
画
調
査
40�

ha
、
森
林
整
備
40�

ha
］

　

⑵
広
葉
樹
林
化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業（
Ｈ
24
～
33
年
度
）

　
　

�　

奥
地
林
な
ど
収
益
性
が
低
く
伐
採
が
進
ま
な
い
高

齢
人
工
林
を
小
面
積
で
伐
採
し
、
跡
地
に
広
葉
樹
を

植
栽
す
る
こ
と
に
加
え
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
下

刈
、
防
護
柵
補
修
、
補
植
を
拡
充
し
て
植
栽
地
の
維

持
管
理
を
行
い
、
山
地
災
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に

野
生
動
物
の
生
息
環
境
に
適
し
た
広
葉
樹
林
へ
誘
導

す
る
。

　
　

・
広
葉
樹
林
化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

�

１
０
，３
５
２
千
円

　
　
　
［
更
新
伐
17�

ha
、
作
業
道
開
設
1.7
㎞
等
］

　
　

※�

造
林
事
業
の
国
補
助
残
を
県
・
市
町
が
連
携
し
公

的
負
担

４
．
森
林
の
保
全
・
管
理

　

⑴
保
安
林
の
指
導
等

　
　

�　

治
山
事
業
施
行
予
定
地
な
ど
の
保
安
林
指
定
を
進

め
る
と
と
も
に
、
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増
進
に
資

す
る
保
安
林
の
森
林
施
業
の
確
保
、
標
識
設
置
や
伐

採
等
の
行
為
制
限
に
よ
り
保
安
林
の
適
正
な
管
理
、

保
全
を
図
る
。

　
　

・
保
安
林
等
整
備
管
理
費�

９
，８
５
０
千
円

　

⑵
無
秩
序
な
開
発
行
為
の
規
制

　
　

�　

森
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
地

域
森
林
計
画
対
象
森
林
に
お
け
る
、
無
秩
序
な
開
発

行
為
を
規
制
し
、
森
林
の
適
正
な
利
用
を
図
る
。

　
　

・
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
費�

１
，９
９
０
千
円

　

⑶
森
林
の
保
全

　
　

�　

保
安
林
や
林
野
火
災
の
危
険
性
の
高
い
森
林
に
お

い
て
、
無
許
可
の
開
発
行
為
等
の
早
期
発
見
、
林
野

火
災
の
予
防
啓
発
等
を
目
的
と
し
て
「
森
づ
く
り
指

導
巡
視
事
務
嘱
託
員
」
を
県
民
局
・
県
民
セ
ン
タ
ー

に
配
置
し
、
森
林
の
保
全
と
管
理
を
行
う
。

　
　

・
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
指
導
巡
視
事
業

�

８
，７
８
１
千
円

５
．
森
林
病
害
虫
被
害
対
策

　

⑴
松
く
い
虫
被
害
対
策

　

①
被
害
対
策
の
概
要

　
　

�　

保
安
林
等
の
公
益
的
機
能
の
高
い
松
林
や
地
域
経

済
上
重
要
な
松
林
を
防
除
区
域
と
定
め
、
特
別
防
除
、

地
上
散
布
、
樹
幹
注
入
等
の
予
防
対
策
と
、
伐
倒
駆

除
や
造
林
事
業
（
衛
生
伐
）
の
駆
除
対
策
を
組
み
合

わ
せ
て
、
松
林
機
能
の
保
全
を
図
る
。

　

②
環
境
に
配
慮
し
た
駆
除
対
策

　
　

�　

農
薬
使
用
を
軽
減
す
る
た
め
、
被
害
木
の
搬
出
が

可
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
伐
採
後
に
搬
出
し
た
後
、

破
砕
・
焼
却
に
よ
り
殺
虫
す
る
特
別
伐
倒
駆
除
を
推

進
す
る
（
対
象
区
域
：
高
度
公
益
機
能
森
林
）。

　

③
抵
抗
性
マ
ツ
の
植
栽

　
　

�　

被
害
を
受
け
に
く
い
松
林
を
造
成
す
る
た
め
、
抵

抗
性
マ
ツ
『
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
』
10
万
本
植
栽
事
業

を
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　
　

・
予
防
対
策
（
特
別
防
除
、
地
上
散
布
、
樹
幹
注
入
）

�

３
１
，７
２
０
千
円

　
　

・
駆
除
対
策
（
伐
倒
駆
除
、
特
別
伐
倒
駆
除
）

�

２
９
，９
２
９
千
円

　
　

・
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
10
万
本
植
栽
事
業

�

１
，０
８
０
千
円

　
　

・
森
林
病
害
虫
防
除
予
防
推
進
費

　
　
　
（
薬
剤
防
除
自
然
環
境
等
影
響
調
査
ほ
か
）�

�

１
，５
３
４
千
円

　

⑵
ナ
ラ
枯
れ
対
策

　
　

�　

県
南
東
部
で
被
害
が
続
い
て
い
る
ナ
ラ
枯
れ
は
、

コ
ナ
ラ
の
場
合
で
５
～
７
割
は
生
き
残
り
、
被
害
発

生
か
ら
終
息
ま
で
の
期
間
は
５
～
10
年
程
度
と
さ
れ

て
い
る
が
、
枯
損
木
の
倒
伏
に
よ
る
人
や
車
へ
の
被

害
及
び
景
観
の
悪
化
等
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

被
害
先
端
地
の
市
町
を
中
心
に
、
里
山
の
散
策
道
沿

い
な
ど
不
特
定
の
県
民
が
立
ち
入
る
森
林
や
地
域
資

源
と
し
て
景
観
が
重
視
さ
れ
る
森
林
で
重
点
的
な
駆

除
対
策
を
実
施
し
、
二
次
被
害
の
防
止
を
図
る
。

　
　

・
そ
の
他
法
定
病
害
虫
駆
除
事
業

　
　
　
（
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
）�

４
４
，６
８
９
千
円

　
　
　

�（
伐
倒
駆
除（
く
ん
蒸
）、
噴
霧
剤
処
理（
粘
着
剤

塗
布
）、
粘
着
シ
ー
ト
、
樹
幹
注
入
）

　

⑶
景
観
対
策

　
　

�　

景
観
の
保
全
が
必
要
な
箇
所
に
お
い
て
、
過
年
度

の
松
枯
れ
・
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
木
を
伐
倒
処
理
す
る
。

　
　

・
県
単
独
松
く
い
虫
被
害
等
景
観
対
策
事
業

�

１
６
，６
１
３
千
円

令
和
元
年
度 

豊
か
な
森
づ
く
り
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

１
７
，１
５
１
，２
０
４
千
円
（
対
前
年
度
比
１
０
７
・
０
％
）

土砂流出防備保安林

美しい景観の松林と
枯れ松の伐倒駆除（チップ化）

（7） 令和元年6月30日



 
令
和
元
年
度 

鳥
獣
対
策
課 

予
算
の
概
要

野
生
動
物
被
害
防
止
総
合
対
策
の
推
進

　

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
拡
大
に
よ
り
農
林
業
被
害
は

全
体
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
生
息
域
の
拡
大

な
ど
に
よ
り
被
害
が
増
加
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
た
め
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
野
生
動
物
の
①
個
体
数
管
理
、
②

被
害
管
理
、
③
生
息
地
管
理
を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

１
．
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
推
進

　
　

�　

被
害
が
大
き
く
狩
猟
者
が
少
な
い
地
域
等
で
の
有

害
捕
獲
の
強
化
、
狩
猟
期
間
中
の
捕
獲
の
推
進
、
被

害
集
落
へ
の
人
的
支
援
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

⑴
捕
獲
の
拡
大 

５
４
４
，０
９
５
千
円

　
　

�　

シ
カ
４
・
６
万
頭
、
イ
ノ
シ
シ
2
万
頭
の
捕
獲
達

成
に
向
け
、
市
町
に
よ
る
有
害
捕
獲
に
加
え
、
県
が

編
成
し
た
捕
獲
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
代
行
捕
獲

や
、
狩
猟
期
の
捕
獲
報
償
金
の
充
実
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

等
に
よ
る
捕
獲
を
強
化
し
ま
す
。

　

⑵
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り

 

６
２
２
，１
４
６
千
円

　
　

�　

農
業
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
獣
害
防
護
柵

の
設
置
や
野
生
動
物
の

隠
れ
場
所
と
な
る
茂
み

の
伐
採
（
獣
害
ベ
ル
ト

緊
急
整
備
）
を
支
援
し

ま
す
。

　
　

�　

市
町
が
集
落
に
派
遣

す
る
獣
害
専
門
事
業
者
（
鳥
獣
対
策
サ
ポ
ー
タ
ー
）

の
活
動
経
費
の
支
援
や
、
市
町
職
員
の
対
策
技
術
・

知
識
向
上
の
た
め
の
実
践
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

⑶
シ
カ
丸
ご
と
１
頭
活
用
大
作
戦

 

１
６
５
，１
２
１
千
円

　
　

�　

捕
獲
し
た
シ
カ
を
食
肉
な
ど
地
域
資
源
と
し
て
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
処
理
加
工
施
設
等
の
整
備
、

捕
獲
個
体
の
処
理
加
工
施
設
へ
の
搬
入
・
回
収
支

援
、
冷
凍
車
等
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。
ひ
ょ
う
ご

ジ
ビ
エ
の
日
（
毎
月
６
（
ロ
ク
＝
鹿
）
日
、
16
（
シ

シ
＝
４
×
４
）
日
、
第
４
火
（
シ
カ
）
曜
日
）
の
普

及
啓
発
に
よ
り
、
シ
カ
肉
等
の
需
要
拡
大
を
図
り
ま

す
。

　
　

�　

さ
ら
に
、
販
売

ロ
ッ
ト
の
確
保
と
コ

ス
ト
削
減
を
図
る
た

め
、
県
内
の
処
理
加

工
施
設
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
る
シ

カ
肉
、
皮
、
角
の
広

域
的
な
集
荷
・
流
通

を
支
援
し
ま
す
。

２
．
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
被
害
対
策
強
化

 
１
０
，５
３
５
千
円

　
　

�　

生
息
数
が
増
加
し
て
い
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
集
落

へ
の
出
没
や
人
身
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、

不
要
果
樹
の
除
去
（
獣
害
ベ
ル
ト
緊
急
整
備
）、
集

落
周
辺
部
で
の
有

害
捕
獲
の
強
化
、

追
い
払
い
等
を
実

施
し
ま
す
。

３
． �

カ
ワ
ウ
被
害
対
策

の
強
化

 

５
，５
６
１
千
円

　
　

�　

ア
ユ
食
害
を
与

え
て
い
る
カ
ワ
ウ

の
個
体
数
管
理
の
た
め
、
擬
卵
置
換
等
の
繁
殖
抑

制
、
営
巣
地
や
飛
来
地
（
銃
猟
可
能
な
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
）
で
の
捕
獲
等
を
支
援
し
ま
す
。

　
　

�　

ま
た
、
銃
で
の
捕
獲
不
可
地
域
で
の
あ
み
・
わ
な

で
の
捕
獲
試
験
や
、
タ
カ
に
よ
る
追
い
払
い
試
験
等

を
実
施
し
ま
す
。

４
．
狩
猟
後
継
者
の
確
保
・
育
成

 

１
８
５
，５
９
７
千
円

　
　

�　

狩
猟
へ
の
関
心
を
高
め
る
狩
猟
体
験
会
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
、
初
心
者
向
け
の
狩
猟
の
い
ろ
は
と

魅
力
発
見
（
わ
か
ば
ハ
ン
タ
ー
、
ペ
ー
パ
ー
ハ
ン

タ
ー
）
講
習
会
等
の
開
催
に
よ
り
、
狩
猟
者
の
確
保

を
進
め
ま
す
。

　
　

�　

新
た
な
有
害
捕
獲
従
事
者
向
け
の
狩
猟
マ
イ
ス

タ
ー
育
成
ス
ク
ー
ル
等
の
実
施
、
専
門
知
識
の
習
得

や
銃
猟
等
の
技
術
力
向
上
の
拠
点
施
設
と
な
る｢

狩

猟
者
育
成
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）｣

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

令
和
元
年
度 

鳥
獣
対
策
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

１
，５
９
２
，０
３
２
千
円

 

（
対
前
年
度
比 

１
０
５・
９
％
）

※
イ
ラ
ス
ト
（
シ
カ
）：
兵
庫
県
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
提
供

【集落住民による獣害防護柵の設置】

【シカ皮を利用したクッションの設置（県庁ロビー）】

【集落に出没するツキノワグマ】

フェイクレザー

シカ革

フェイクレザー

第46号�（8）兵庫の治山・林道と森林整備



「
豊
か
な
む
ら
を
災
害
か
ら
守
る
月
間
」に
お
け
る

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て

丹
波
県
民
局　

丹
波
農
林
振
興
事
務
所　

森
林
課

　

兵
庫
県
で
は
、
毎
年
６
月
を
「
豊
か
な
む
ら
を
災
害
か

ら
守
る
月
間
」
と
定
め
、
梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
、

関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、
農
山
村
地
域
の
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
山
地
災
害
危
険
区
域
や
た
め
池
な
ど
の
危

険
箇
所
の
点
検
や
県
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
の
広
報

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
丹
波
農
林
振
興
事
務
所
で
は
令
和

元
年
６
月
４
日
に
地
元
関
係
者
、
警
察
、
消
防
、
市
、
県

と
連
携
し
て
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を
編
成
し
、
丹
波
市
市

島
町
乙
河
内
の
治
山
施
設
と
丹
波
篠
山
市
草
ノ
上
の
大
内

池
（
た
め
池
）
を
訪
問
し
、
施
設
の
概
要
や
働
き
を
紹
介

し
た
上
で
、
破
損
箇
所
や
不
具
合
が
無
い
か
点
検
し
ま
し

た
。

　

今
回
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
で
訪
れ
た
丹
波
市
市
島
町
乙
河

内
は
、
平
成
26
年
８
月
豪
雨
に
よ
り
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、

崩
壊
土
砂
が
土
石
流
と
な
っ
て
渓
流
を
流
下
し
、
下
流
の

民
家
、
道
路
、
農
地
を
埋
め
、
多
大
な
被
害
を
受
け
た
地

域
で
す
。
平
成
26
年
の
災
害
関
連
治
山
事
業
か
ら
始
ま
り
、

平
成
29
年
ま
で
の
継
続
的
な
治
山
事
業
に
よ
り
谷
止
工
、

流
路
工
を
整
備
し
一
旦
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
再
び
工
事
区
域
内
の
山
腹
法
面

が
被
災
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
場
は
そ
の
復
旧
に
か
か

る
治
山
事
業
で
山
腹
工
事
（
簡
易
法
枠
工
）
を
実
施
中
で

あ
り
、
訪
れ
た
関
係
者
に
は
既
設
の
治
山
施
設
だ
け
で
な

く
施
工
中
の
状
況
も
確
認
し
て
も
ら
う
事
が
で
き
、
治
山

事
業
を
知
っ
て
も
ら
う
上
で
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
た
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
月
間
の
広
報
活
動
で
活
用
す
る
「
山
地

災
害
に
備
え
る
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
る
、
全
国
山

地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
に
な
っ
た

「
語
り
継
ぐ
治
山
の
役
目
と
被
災
の
歴
史
」
と
い
う
標
語

は
、
今
年
度
、
丹
波
市
在
住
の
方
が
応
募
し
選
出
さ
れ
た

も
の
で
す
。
災
害
、
復
旧
を
知
る
当
事
者
と
し
て
、
丹
波

地
域
の
防
災
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
一
面
で
す
。

　

現
地
で
冒
頭
、
飯
塚
丹
波
県
民
局
長
か
ら
、
近
年
の
異

常
気
象
は
頻
繁
に
発
生
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

（9） 令和元年6月30日



林
業
等
先
進
地
視
察
研
修
会

三
重
県
多
気
郡
大
台
町
、
松
阪
市

　

林
業
等
先
進
地
視
察
研
修
会
は
治
山
、
林
道
及
び
地
域

林
業
の
振
興
や
山
村
地
域
の
活
性
化
対
策
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
12
年
度
か
ら
年
１
回
、
１
泊
２
日

の
研
修
会
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
主
催
は
当
協
会

の
ほ
か
兵
庫
県
地
域
振
興
対
策
協
議
会
、
兵
庫
県
公
有
林

野
協
議
会
の
3
団
体
が
共
同
で
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
、

16
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
平
成
31
年
2
月
28
日
及
び
3
月
1
日
両

日
に
県
職
員
、
市
町
職
員
、
森
林
組
合
職
員
な
ど
計
23
名

が
参
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
（
写
真
1
）。

　

今
回
の
視
察
先
は
、
1
日
目
が
三
重
多
気
郡
大
台
町
江

馬
の
「
宮
川
森
林

組
合
」、
及
び
同

町
桧
原
字
東
又
谷

の
治
山
現
場
を
、

2
日
目
は
三
重
県

松
阪
市
小
片
野
町

の
「
松
阪
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電

所
」
及
び
同
市
木

の
郷
町
の
「
ウ
ッ

ド
ピ
ア
松
阪
チ
ッ

プ
工
場
」
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
視
察
の
宮
川
森
林
組
合
は
、
三
重
県
多
気
郡
の

大
台
町
・
多
気
町
・
明
和
町
を
管
内
と
し
て
管
内
の
84
％

の
森
林
面
積
を
占
め
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
る
自
然
豊
か
な
大
台
町
に
事
業
所
を
置
い
て
い
ま
す
。

管
内
は
兵
庫
県
と
同
様
シ
カ
の
食
害
が
激
し
く
、
大
台
ケ

原
に
代
表
さ
れ
る
樹
皮
剥
ぎ
に
よ
る
枯
損
、
幼
木
の
食
害

防
止
の
た
め
、
パ
ッ
チ
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
い
う
手
法
に
よ

り
、
食
害
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
（
写
真
2
）。

　

ま
た
、
広
葉
樹
の
短
伐
期
施
業
を
活
用
し
た
新
た
な
商

品
開
発
（
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
、
燻
製
チ
ー
ズ
な
ど
）
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
（
写
真
3
）。
東
又
谷
地
区
の
治
山
現

場
（
写
真
4
）
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
渓
間
工
等
治
山
事

業
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
23
年

の
台
風
12
号
に
よ

り
区
域
内
で
大
規

模
山
腹
崩
壊
が
発

生
し
た
た
め
、
計

画
を
見
直
し
て
災

害
関
連
緊
急
治
山

等
に
よ
り
工
事
を

実
施
中
で
す
。
特

徴
は
イ
ン
セ
ム
工

法
（
型
枠
と
し
て

写真１

写真２

写真３

写真４ 写真５
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鋼
矢
板
を
打
ち
、
内
部
に
土
砂
と
セ
メ
ン
ト
を
攪
拌
、
転

圧
）
と
呼
ば
れ
る
安
価
で
地
盤
反
力
を
軽
減
で
き
る
工
法

を
採
用
し
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
（
写
真
5
）。

　

２
日
目
視
察
の
松
阪
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
平

成
30
年
1
月
に
２
０
０
０
Kw
級
の
施
設
と
し
て
バ
イ
オ
マ

ス
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
が
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た

（
写
真
6
～
9
）。

　

本
設
備
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
の
メ
ー
カ
ー
で

は
シ
ェ
ア
№
１
の
タ
ク
マ
が
手
掛
け
る
小
型
プ
ラ
ン
ト

（
2
メ
ガ
キ
ロ
ワ
ッ
ト
級
）
で
は
国
内
の
第
一
号
機
で
あ

り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
固
定
価
格
で
最
大
の
40
円
／
Kw
時
（
間
伐

材
当
由
来
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
）
が
適
用
さ
れ

る
発
電
規
模
で
す
。
ま
た
、
未
利
用
材
、
一
般
木
材
、
リ

サ
イ
ク
ル
材
の
燃
料
の
認
可
を
取
得
し
て
お
り
、
燃
料
の

含
水
状
況
等
に
応
じ
て
最
適
に
ブ
レ
ン
ド
し
て
発
電
お
よ

び
売
電
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
松
阪
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
に
引
き
続
き
、
同
発
電
所
に
燃
料
を
供
給
す
る
「
ウ
ッ

ド
ピ
ア
松
阪
チ
ッ
プ
工
場
」
を
視
察
し
ま
し
た
（
写
真
10

～
11
）。

　

こ
の
研
修
会
は
、
冒
頭

記
載
の
と
お
り
、
地
域
林

業
の
振
興
や
山
村
地
域
の

活
性
化
対
策
に
資
す
る
目

的
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
県
や
市
町
、
林
業

関
係
団
体
等
が
参
加
し
、

意
見
交
換
す
る
研
修
会
が

減
少
し
て
い
る
中
、
20
年

近
く
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
と
し
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
方
の
積
極
的
な
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

写真６

写真７

写真８

写真10 写真11

写真９
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治
山
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

 

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

�　

本
県
で
は
、
山
地
防
災
の
復
旧
・
予
防
対
策
と
し
て

治
山
ダ
ム
や
土
留
工
等
治
山
施
設
を
設
置
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、

経
年
に
よ
る
老

朽
化
等
の
進
行

で
機
能
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
施

設
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
計
画
的

な
施
設
点
検
や

補
修
を
実
地
す

る
た
め
、「
治

山
施
設
個
別
施

設
計
画
」
を
今

年
度
中
に
策
定

す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

２
．
治
山
施
設
の
現
況

　

�　

平
成
25
年
度
に
県
下
の
治
山
施
設
１
万
4
千
施
設
に

つ
い
て
、
目
視
に
よ
る
簡
易
点
検
を
実
施
し
、
６
４
９

施
設
に
つ
い
て
補
修
等
の
対
策
が
必
要
と
判
定
し
ま
し

た
。

⑴
渓
間
工
の
事
例
（
治
山
ダ
ム
）

⑵
山
腹
工
の
事
例
（
水
路
工
）

治山ダムの埋戻土砂流出による袖部と
地山との間に隙間発生

水路工の鋼材腐食による水漏れ発生

○治山施設の個別施設計画策定のスケジュール
区分 平成25 平成26 平成27 平成28 平成2₉ 平成30 令和1 令和2

計画
作成

国

インフラ長寿命化基本計画
（関連省庁）

インフラ長寿命化計画
「行動計画」（林野庁）

個別施設計画策定ガイドライ
ンやマニュアルの作成と提供
（林野庁）

県
公共施設等総合管理計画（県）

個別施設計画の作成
（施設管理者）

点検・
修繕　 県 施設の点検・修繕等

（施設管理者）

○平成25年度点検結果（施設健全度別）

ランク
S A B C

計緊急に修繕が
必要

早期に対策が
必要 経過観測 異常なし

施設数 97 552 3,554 9,664 13,867

○平成25年度点検結果 649施設：Sランク（早急に修繕が必要）
　＋A（早期に対策が必要）

工種 施設種別 点検対象 異常有り 施設状態

渓間工 治山ダム、護岸工ほか 10,430 357 ひび割れ、
破損、漏水ほか

山腹工 土留工、法枠工ほか 2,566 145
ひび割れ、
破損、水路腐食
ほか

落石対策 防護柵工、ロープネット工ほか 383 81 ひび割れ、錆等
の腐食

地すべり防止工 集水井工、集・排水ボーリングほか 488 66
鋼材の腐食、
ボーリング管の
詰まり

計 13,867 649
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⑶
地
す
べ
り
防
止
施
設
の
事
例
（
集
水
井
工
）

３
．
個
別
施
設
計
画
策
定
に
向
け
た
調
査

　

�　

平
成
25
年
度
に
補
修
等
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
６
４

９
施
設
に
つ
い
て
、
再
度
、
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
今
回
、
新
た
に
施
設
周
辺
の
森
林
荒
廃
状
況
や
下

流
の
防
災
施
設
設
置
有
無
の
調
査
を
行
い
、
森
林
全
体

と
し
て
の
健
全
度
を
新
た
に
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
全
対
象
と
し
て
市
役
所
等
の
公
共
施

設
や
弱
者
関
連
施
設
の
有
無
、
人
家
戸
数
の
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
治
山
施
設
と
保
全
対
象
と
の
位
置
関
係

か
ら
保
全
対
象
の
危
険
度
を
評
価
し
ま
す
。
個
別
施
設

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
周
辺
森
林
を
含
め
た
施

設
の
健
全
度
と
保
全
対
象
の
重
要
度
、
危
険
度
を
踏
ま

え
、
修
繕
方
法
や
修
繕
時
期
、
点
検
頻
度
等
を
定
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

�　

今
後
は
、
治
山
施
設
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
く
計
画

的
な
点
検
や
補
修
を
実
施
し
、
治
山
施
設
が
健
全
な
状

態
で
持
続
的
に
機
能
発
揮
で
き
、
安
全
で
安
心
な
県
土

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
（
補
修
事
例
）

水路工の取替え 治山ダムの嵩上げ

集水井工の鋼材腐食

＋ ＋

【再調査項目】

治山施設の部位別健全度評価

健全度

４
著しい損傷有り、

安定性や強度が低下

３
損傷等が認められ、

性能低下の可能性有り

２
損傷は認められるが、

性能は維持

１ 異常なし又は軽微な損傷等

【追加調査項目】

周辺森林等の状況

渓流

渓岸又は渓床の浸食発生・拡大は見られない。

全てを満たす
場合は健全

新規土石流堆積物や巨礫、流木の堆積は
見られない。

渓流沿いに新たな山腹崩壊の発生は
見られない。

山腹

施工地において、新規の山腹崩壊や落石発生、
ガリー浸食による土壌流亡等は見られない。

全てを満たす
場合は健全

山腹斜面の変状を原因とする倒木発生は
見られない。

導入した植生が定着し、生育している。

地すべり
防止

地盤変化（クラックや小崩壊、陥没の発生等）は
見られない。

全てを満たす
場合は健全

地すべり変動を原因とする立木の変状（傾倒
や根返り等）は見られない。

対象施設以外の構造物（道路、擁壁、排水施
設等）に変状は見られない。

【追加調査項目】

下流（下方）の防災施設

下流に設置された砂防堰堤

や流路工等の有無
有

下方斜面に設置された土砂

や落石対策施設の有無
有
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オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
で
活
用
分
野
の
拡
大
に
期
待

グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
の
全
県
整
備
と
公
開
に
つ
い
て

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

�　

グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
の
整
備
に
つ
い
て
は
平
成
30
年

６
月
号
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
（
整
備

内
容
や
デ
ー
タ
精
度
等
）
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
全
県
整
備
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
を
今
月

か
ら
順
次
、
全
県
公
開
す
る
段
階
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

具
体
的
な
デ
ー
タ
利
用
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
．
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
っ
た
デ
ー
タ
利
用
例

　

�　

林
業
事
業
体
、
市
町
、
県
な
ど
の
関
係
者
が
ク
ラ
ウ

ド
な
ど
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
が
な
く
て
も
利
用
で
き

る
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
の
デ
ー
タ
利
用
例
で
す
。
多
可
町
を
サ

ン
プ
ル
に
公
開
デ
ー
タ
を
表
示
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

利
用
方
法
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

３
．
図
郭
か
ら
利
用
範
囲
を
決
定

　

�　

Ｇ
空
間
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
範
囲
を

選
択
し
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。

図
１
は
多
可
町
の
サ
ン
プ
ル
で
す
。

５
．
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

�　

公
開
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に

読
み
込
み
、
Ｃ
Ｓ
立
体
図
や
標
高
ラ
ス
タ
ー
等
を
セ
ッ

ト
し
た
状
態
を
保
存
し
て
お
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
次
回
か
ら
の
作
業
を
簡
略
化
で
き
ま
す
。
サ
ン
プ
ル

で
は
多
可
町
全
体
の
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
広

範
囲
を
扱
う
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
全

体
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
か
ら
現
場
毎
と
か
地
区
毎
な
ど
に

デ
ー
タ
を
軽
量
化
し
て
利
用
す
る
方
法
が
お
す
す
め
で

す
。
な
お
、
表
示
の
航
空
写
真
は
現
在
、
県
内
部
で
利

用
し
て
い
る
も
の
で
す
。

６
．
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
２
次
元
と
３
次
元
表
示

　

�　

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
バ
ー
ジ
ョ
ン
３
・
４
か
ら
プ
ラ
グ
イ
ン
が

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
２
次
元
と
３
次
元
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
パ

ソ
コ
ン
を
２
画
面
で
利
用
す
る
と
現
地
調
査
が
捗
り
ま

す
。

４
．
各
種
デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
容
量

　

�　

１
つ
の
図
郭
が
約
３
平
方
キ
ロ
で
、
多
可
町
全
体
で

は
93
図
郭
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
立
体
図
は
１
９
８
ＭＢ
、
標

高
デ
ー
タ
は
４
ＧＢ
、
航
空
写
真
（
一
部
非
公
開
）
は
約

５
ＧＢ
の
容
量
と
な
り
ま
し
た
。
使
用
パ
ソ
コ
ン
の
ス

ペ
ッ
ク
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
２
・
７
ＧＢ
、
メ
モ
リ
８
ＧＢ
で
す
が
、

こ
れ
だ
け
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
っ
て
も
動
作
に
問
題
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

図１　図郭とCS立体図

図３　図郭と航空写真

図６　航空写真の２次元表示

図７　航空写真の３次元表示

QGISプラグイン：「Qgis2threejs」を利用

図４　CS立体図の２次元表示

図５　CS立体図の３次元表示

図２　図郭と標高ラスター
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７
．
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
多
彩
な
地
図
表
現

　

�　
「
ひ
ょ
う
ご
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
」
サ
イ
ト

で
「
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
検
索
す
る
と
、
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
Ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ
フ
ァ
イ
ル
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
ど
の
よ

う
な
危
険
が
あ
る
か
、
２
次
元
で
は
危
機
感
が
伝
わ
り

に
く
い
地
図
も
３
次
元
で
は
高
低
差
な
ど
の
地
形
が
リ

ア
ル
に
表
現
さ
れ
ま
す
。
様
々
な
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
わ
か
り
や
す
い
地
図
の
世
界
が

広
が
り
ま
す
。

８
．
多
彩
な
背
景
図

　

�　

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
多
く
の
背
景
図
を
利
用
で
き
ま
す
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、
過
去
に
遡
っ

て
み
た
り
す
る
と
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

�　

写
真
は
多
可
町
の
「
岩
座
神
の
棚
田
」
で
す
。
Ｃ
Ｓ

立
体
図
で
は
木
で
覆
わ
れ
た
棚
田
も
忠
実
に
表
現
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
レ
イ
ヤ
と
し
て
追
加
す
る
背
景
図
に

は
そ
れ
ぞ
れ
利
用
規
約
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

９
．
測
量
業
務
委
託
へ
の
活
用

　

�　

公
共
工
事
の
委
託
業
務
で
、
災
害
復
旧
現
場
等
の
平

面
図
作
成
時
に
国
土
地
理
院
の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
は
、
市
販
の
地

図
に
比
べ
て
現
地
地
形
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
か
ら
等
高
線
を
生
成
す
れ
ば
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
ソ
フ
ト
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
面
図

作
成
が
正
確
で
簡
便
に
活
用
で
き
る
ほ
か
、
測
量
経
費

の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

10
．
お
わ
り
に

　

�　

整
備
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
は
１
ｍ
メ
ッ
シ
ュ

デ
ー
タ
で
す
の
で
測
量
分
野
で
も
十
分
利
用
で
き
ま
す
。

県
内
の
ど
こ
で
も
縦
断
・
横
断
測
量
な
ど
の
計
測
が
Ｑ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
上
で
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

�　

こ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
利
用
の
簡
便
さ
は
、
災
害
時
に

そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら

デ
ー
タ
の
扱
い
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
今
年
度
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
の
活
用

研
修
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

図８　航空写真とハザードマップを重ね合わせ３Ｄ表現した地図

197420122012

図9　QGISで航空写真やCS立体図立体図を比較

図10　１/25,000地理院地図の渓流位置ずれ例
　　　　青太線は地理院地図の渓流位置
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ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
異
常
繁
殖
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化（
９
）

シ
カ
の
生
息
域
で
暮
ら
し
て　

近
藤
伸
一

　

但
馬
（
朝
来
市
）
の
山
に
近
接
し
た
新
興
住
宅
地
に
住

み
だ
し
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
転
居
し
て
驚
い

た
の
は
シ
カ
が
身
近
に
い
る
こ
と
で
し
た
。
ド
ア
を
開
け

る
と
、
道
路
を
挟
ん
で
20
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
山
の
斜
面
で
、

シ
カ
の
親
子
が
若
葉
を
食
べ
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た

（
写
真
1
）。

　

夜
間
は
道
で
頻
繁
に
シ
カ
と
出
会
い
、
早
朝
ベ
ラ
ン
ダ

に
出
て
庭
に
い
た
シ
カ
2
頭
と
鉢
合
わ
せ
を
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
生
垣
の
外
に
植
栽
し
た
水
仙
は
蕾
の
う
ち
に

食
べ
ら
れ
て
、
花
が
咲
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昼
間

で
も
目
の
前
を
突
然
シ
カ
が
走
り
抜
け
、
思
わ
ず
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
た
の
が
（
写
真
2
）
で
す
。

植
生
嗜
好
調
査

　

地
の
利
を
生
か
し
て
シ
カ
の
植
物
に
対
す
る
嗜
好
調
査

を
始
め
ま
し
た
。
裏
山
に
樹
木
の
枝
を
並
べ
、
数
日
後
に

回
収
し
て
、
食
べ
た
量
を
調
べ
る
方
法
で
す
（
写
真
３
）。

調
査
前
後
の
葉
の
量
を
比
較
す
る
と
、
嗜
好
性
植
物
は
食

べ
ら
れ
（
写
真
4　

5
）、
不
嗜
好
性
植
物
は
ほ
と
ん
ど

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
（
写
真
６　

７
）。
こ
の
方
法
で
但
馬

に
自
生
す
る
多
く
の
樹
木
を
調
べ
た
の

で
す
が
、
調
査
の
季
節
や
時
期
で
結
果

が
異
な
り
、
明
確
な
結
論
を
出
せ
ず
に

い
ま
す
。

　

兵
庫
県
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
の

藤
木
主
任
研
究
員
は
、
兵
庫
県
に
お
け

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
嗜
好
性
植
物
、
不
嗜

好
性
植
物
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
嗜
好
性

植
物
が
イ
ヌ
ツ
ゲ
・
ア
オ
キ
・
ナ
ガ
バ

モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
・
イ
タ
ド
リ
・
リ
ョ
ウ

ブ
な
ど
11
種
、
不
嗜
好
性
植
物
は
イ
ワ

ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
、
コ
バ
ノ
イ
シ
カ
グ
マ
、

マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ
、
ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
、

シ
ン
ジ
ュ
、
レ
モ
ン
エ
ゴ
マ
な
ど
１
１

８
種
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

写真１　道路擁壁の上で餌を食べる親子

写真２　目の前に飛び出したシカ

写真３　嗜好調査
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詳
し
く
は
兵
庫
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
モ
ノ
グ
ラ
フ
9
号
第
9

章
（
ｐ
１
１
８
～
１
３
３
）
を
参
照
く
だ
さ
い
。

不
嗜
好
性
植
物
群
落
は
変
化
す
る

　

シ
カ
の
嗜
好
性
は
、
年
月
を
経
る
と
周
辺
の
餌
環
境
、

シ
カ
の
生
息
密
度
な
ど
の
影
響
を
う
け
て
変
化
が
現
れ
ま

す
。
周
辺
に
餌
が
な
く
な
る
と
、
不
嗜
好
性
と
さ
れ
て
い

た
植
物
も
食
べ
始
め
る
の
で
す
。
本
連
載
の
１
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
ア
ケ
ボ
ノ
ソ
ウ
、
シ
ロ
ダ
モ
は
最
近
食

害
が
目
立
ち
、
連
載
２
の
シ
ャ
ガ
と
ノ
コ
ン
ギ
ク
の
花
畑

は
消
滅
し
つ
つ
あ
り
ま
す

　

連
載
３
の
ダ
ン
ド
ボ
ロ
ギ
ク
と
オ
タ
カ
ラ
コ
ウ
の
食
害

も
よ
く
見
か
け
ま
す
。
連
載
５
の
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
調

査
地
の
香
美
町
三
川
権
現
で
は
２
０
１
５
年
は
シ
ャ
ガ
の

大
群
生
地
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
シ
ャ
ガ
が
す
べ
て

食
べ
ら
れ
裸
地
化
し
て
マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ
が
侵
入
を
始
め
て

い
ま
す
（
写
真
８　

９
）。
連
載
８
の
調
査
地
で
は
、
２

０
０
９
年
の
調
査
時
に
あ
っ
た
オ
オ
バ
ノ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ

の
群
落
が
２
０
１
８
年
に
は
イ
ワ
ヒ
メ
ワ
ラ
ビ
の
群
落
に

置
き
換
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
関
東
で
ク
リ
ン
ソ
ウ
の
花
が

食
害
を
う
け
た
と
い
う
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。

兵
庫
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
も
要
注
意
で
す
。

写真４　調査前のアオキ

写真６　調査前のアセビ

写真５　調査後のアオキ

写真７　調査後のアセビ

写真９　三川権現2019年５月 写真８　三川権現2015年５月
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新
緑
の
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
で
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

　

当
協
会
で
は
、
平
成
15
年
秋
か
ら
、
森
林
基
幹
道
「
瀞

川
・
氷
ノ
山
線
」
で
実
施
し
て
い
る
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
令
和
元
年
５
月
28
日
（
火
）
～
29
日
（
水
）
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
都
市
住
民
の
方
々
を
中
心
に

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
や
林
道
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
治
山
林
道
協
会
と
兵
庫
県
治
山

課
並
び
に
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
と

の
共
催
で
、
地
元
養
父
市
の
ご
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
も
、
兵
庫
県
の
広
報
紙
「
県
民
だ

よ
り
ひ
ょ
う
ご
」
等
で
参
加
者
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
約
２
１
０
名
の
応
募
の
中
か

ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
36
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

雨
降
る
中
、
林
業
会
館
前
を
８
時
に
大
型
バ
ス
で
出
発

し
ま
し
た
。
県
治
山
課
か
ら
鞠
山
副
課
長
、
ま
た
植
物
や

昆
虫
に
詳
し
い
近
藤
伸
一
氏
と
佐
藤
邦
夫
氏
に
講
師
と
し

て
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
車
内
に
お
い
て
、
概
要

説
明
に
続
き
、
山
地
災
害
や
林
道
に
関
す
る
県
の
施
策
、

瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
周
辺
の
自
然
や
植
物
を
説
明
し
て
頂

き
、
参
加
者
の
自
然
観
察
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

但
馬
に
入
る
と
雨
も

ほ
と
ん
ど
降
っ
て
お
ら

ず
、
養
父
市
の
「
あ
ゆ

公
園
」
で
養
父
市
と
朝

来
農
林
振
興
事
務
所
の

職
員
と
合
流
し
、
横
行
渓
谷
の
入
り
口
に
あ
る
但
馬
の
名

水
の
一
つ
「
ぶ
な
の
し
ず
く
」
で
の
ど
を
潤
し
た
あ
と
、

「
横
行
渓
谷
駅
」
か
ら
入
り
、
新
緑
の
渓
谷
を
自
然
観
察

し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
林
道
瀞
川
・
氷
ノ
山
線
に
入
る
頃
に
は
、
雨

が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
原
生
の
ブ
ナ
を
身
近
に
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
ブ
ナ
の
観
察
駅
」
か
ら
歩
き
は
じ
め
、

通
称
「
額
縁
ブ
ナ
」
で
集
合
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

大
段
个
平
で
雨
が
少
し
強
く
な
り
バ
ス
の
中
で
の
昼
食

と
な
り
ま
し
た
。
県
内
女
性
グ
ル
ー
プ
の
お
弁
当
は
好
評

で
し
た
。
晴
れ
て
い
れ
ば
、
但
馬
の
山
並
み
が
眺
望
で
き

る
の
で
す
が
残
念
で
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
雨
の
中
、
県
下
一
の
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ハ
リ
ギ

リ
、
ブ
ナ
、
ト
チ
な
ど
の
巨
木
を
観
察
し
な
が
ら
「
巨
木

の
谷
駅
」
付
近
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
最
後
に
「
別
宮
の
大
カ
ツ
ラ
」
の
見
学
で
す
。

眼
下
に
は
棚
田
が
広
が
り
、
天
気
が
良
け
れ
ば
、
奥
に
は

兵
庫
県
の
最
高
峰
「
氷
ノ
山
」
が
見
え
、
水
を
張
っ
た
田

に
氷
ノ
山
が
逆
さ
に
映
り
良
い
風
景
に
な
り
ま
す
が
、
今

回
は
あ
い
に
く
の
お
天
気
で
氷
ノ
山
も
全
く
見
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

雨
の
影
響
も
あ
り
予
定

よ
り
早
く
宿
に
入
り
ま

し
た
。
夕
食
後
、「
森

を
語
る
集
い
」
で
は
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
但
馬
の

冬
景
色
や
土
砂
災
害
の

恐
ろ
し
さ
や
備
え
に
対

し
て
の
知
識
を
深
め
、

草
原
環
境
保
全
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
学
習

し
て
初
日
を
終
え
ま
し

た
。

横行林道

森を語る集い

「巨木の谷駅」周辺

別宮の棚田

ギンラン
（巨木の谷駅周辺にて）

晴れていたら…

第46号�（18）兵庫の治山・林道と森林整備



　

２
日
目
は
す
が
す
が
し
い
お
天
気
に
な
り
ハ
チ
高
原
内

の
地
す
べ
り
防
止
施
設
の
見
学
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。
朝

来
農
林
振
興
事
務
所
の
田
中
課
長
か
ら
地
す
べ
り
の
し
く

み
や
工
事
概
要
の
説
明
を
聞
き
、
集
水
井
を
の
ぞ
か
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
興
味
深
く
聞
い
て
頂
き
、

疑
問
、
質
問
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ
関
心
の
深
さ
が
窺
え

ま
し
た
。

　
「
ハ
チ
高
原
中
央
駅
」
で
は
オ
キ
ナ
グ
サ
等
の
観
察
を

行
い
、
鉢
・
瀞
川
ル
ー
ト
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
宿
の

ご
主
人
か
ら
の
キ
ア
シ
ド
ク
ガ
の
幼
虫
（
毒
の
な
い
毛

虫
）
が
発
生
し
て
ミ
ズ
キ
の
葉
を
食
べ
つ
く
し
て
い
る
と

聞
い
て
気
に
し
な
が
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
と
食
べ
つ
く

さ
れ
た
ミ
ズ
キ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
成

虫
に
な
っ
て
乱
舞
す
る
様
子
は
美
し
い
そ
う
で
す
が
、
ミ

ズ
キ
の
状
況
を
見
る
と
思
い
は
複
雑
で
し
た
。

　
「
氷
ノ
山
展
望
駅
」
を
は
じ
め
、
瀞
川
山
頂
へ
の
ミ
ニ

登
山
、「
は
ち
ま
き
展
望
駅
」
と
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
方
向

か
ら
但
馬
の
山
々
の
パ
ノ
ラ
マ
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
瀞
川
山
頂
ミ
ニ
登
山
の
あ
と
は
林
道
で
は
め
ず

ら
し
い
１
・
２
キ
ロ
の
直
線
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
し
た
。
但
馬
高
原
植
物
園
内
で
昼
食
後
、「
和
池
の
大

カ
ツ
ラ
」
の
見
学
や
自
然
観
察
を
行
い
、
全
行
程
を
終
え

ま
し
た
。

　

朝
来
市
山
東
町
の
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
道
の
駅

「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
で
休
憩
し
、
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
雨
に
見
舞
わ
れ
残
念
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

２
日
目
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
新
緑
の
氷
ノ
山
の
自
然

に
触
れ
合
え
る
素
晴
ら
し
い
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
及
び
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
に
無
事
終
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ハチ高原内の地すべり現場見学

1.2キロの直線林道

和池の大カツラ（但馬高原植物園内）

集水井の中

キアシドクガに食べつく
されたミズキ

ギンリョウソウ（但馬高原植物園内）

オキナグサ（果実）オキナグサ（花）

瀞川山頂にて
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編

集

後

記

　

本
誌
「
や
ま
な
み
」
の
表
紙
を
飾
る
題
字

が
、
今
46
号
か
ら
新
し
く
な
っ
た
。

　
「
や
ま
な
み
」
は
平
成
８
年
４
月
に
創
刊
さ

れ
た
。
創
刊
号
か
ら
第
３
号
（
平
成
９
年
４
月

号
）
ま
で
の
３
号
の
題
字
は
図
案
化
さ
れ
た
レ

タ
リ
ン
グ
文
字
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
第
４

号
（
平
成
９
年
10
月
号
）
か
ら
第
45
号
（
平
成

31
年
１
月
号
）
ま
で
間
の
42
号
は
、
現
会
長
の

ご
尊
父
の
故
谷
洋
一
（
農
林
水
産
大
臣
、
北
海

道
開
発
庁
長
官
等
歴
任
）
元
会
長
の
揮
毫
に
よ

る
題
字
が
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
使
用
さ
れ

て
き
た
。

　

本
年
５
月
に
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
改

ま
っ
た
の
を
記
念
し
て
、
ご
多
忙
の
中
、
谷
公

一
会
長
に
改
め
て
揮
毫
を
お
願
い
し
、
今
号

か
ら
表
紙
の
模
様
替
え
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
、「
や
ま
な
み
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
す
べ
て
当
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ち
ど
目

を
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　
（
Ｈ
Ｐ
→
「
資
料
」
→
「
機
関
紙
や
ま
な

み
」
→
「
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
」
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。）

協
会
人
事
異
動
に
つ
い
て

全
国
植
樹
祭
２
０
１
９
へ
の
参
加
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
、
田
村

泰
洋
さ
ん
、
近
藤
伸
一
さ
ん
の
お
二
方
を
非
常
勤

の
技
術
嘱
託
員
と
し
て
本
協
会
の
但
馬
事
務
所
に

お
迎
え
し
ま
し
た
。
近
藤
さ
ん
は
治
山
事
業
、
林

道
事
業
の
経
験
が
豊
富
な
県
職
員
の
Ｏ
Ｂ
で
あ

り
、
ま
た
、
田
村
さ
ん
は
農
林
関
係
の
経
験
豊
富

な
養
父
市
職
員
Ｏ
Ｂ
で
す
。
当
協
会
で
は
、
但

馬
・
丹
波
地
域
で
の
業
務
量
増
加
に
伴
い
、
治

山
・
林
道
事
業
の
現
場

管
理
業
務
や
積
算
業
務

を
中
心
に
担
当
し
て
い

た
だ
き
、
協
会
職
員
の

指
導
に
も
ご
尽
力
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
「
第
70
回
全
国
植
樹
祭
あ
い
ち
２
０
１
９
」
が

さ
る
６
月
２
日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の

下
、
愛
知
県
尾
張
旭
市
の
森
林
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
両
陛
下
に
は
ご
即
位
後
初
め
て
の
地
方

ご
公
務
で
し
た
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
兵
庫
県
か

ら
は
11
名
が
参
加
（
後
継
者
大
会
参
加
者
を
除

く
）
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
来
場
者
と

と
も
に
、「
木
に
託
す 

も
り
・
ま
ち
・
人
の 

あ

す
・
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
11
年
ぶ
り
に
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
が

復
活
し
、
天
皇
陛
下
は
「
健
全
な
森
を
次
世
代
の

た
め
に
造
っ
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
大
切
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
表
彰
式
、
苗
木
の
贈
呈

等
に
引
き
続
き
、
両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
、
お

手
播
き
等
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

皇后陛下が植樹される

表彰式

田村さん 近藤さん

天皇陛下がお言葉を
述べられる

天皇陛下が植樹される

兵庫県からの参加者招待者の植樹風景

協 会 だ よ り

「やまなみ」には森
も り

林にやさしい再生紙を使用しています。
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